
                              

 1 

都城市定住自立圏中心市宣言 

－ 安心して暮らせる圏域を目指して － 

 

 

右肩上がりの人口増加が終わりを迎え、長期的な人口減尐社会に突入しました。また、

尐子高齢化はさらにその歩みを早めています。今後、私たちはこの尐子高齢・人口減尐

社会に対応したまちづくりを進めなければなりません。 

また、グローバル化・高度情報化の進展や自由時間の増大、住民ニーズの多様化の中

で、新しいライフスタイルを求める動きがみられる一方で、市町村合併や地方分権の推

進、地域経済の低迷、都市と地方の格差拡大等、地方においては様々な課題を抱えてお

ります。 

このような状況下において、都城市や周辺自治体も、ほとんどの自治体で人口が減尐

し、高齢化率は上昇しているという現状にあります。人口の減尐は、尐子化の影響もあ

りますが、都市部への人口流出も大きな要因と考えられます。この人口流出も、尐子高

齢化と同様に、その対応が喫緊の課題といえます。 

これらの課題を、歴史的・文化的・経済的に繋がりの深い都城市と周辺自治体におけ

る共通の課題として認識するとともに、共に連携して解決する意思のある自治体と圏域

を形成し、課題に立ち向かう必要があります。 

いま、私たちは、ここに暮らす住民をしっかりと守り、そしてこのかけがえのない圏

域を未来の世代に引き継ぐため、市町や県の垣根を越えて、圏域の知恵を結集し、創意

と工夫により新たな取組みを行わなければなりません。 

今日まで都城市は、「市民の願いがかなう 南九州のリーディングシティ」を都市目標

像に掲げ、南九州地方の先導役を務めるという意識を持って市政を運営してきました。 

都城市は、都市目標の理念に基づき、この圏域が住民にとって安心して暮らせるもの

となるよう、圏域の中心的な役割を果たす「中心市」となることをここに宣言します。 

 

 

 

  平成２１年４月２２日 

 

 

 

                          都城市長 長峯 誠 
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都城市は、九州縦貫自動車道や国道５本をはじめとする主要地方道が整備され、さ

らに、国の重要港湾の指定を受け、中核国際港湾としての機能を有している志布志港

と本市とを結ぶ、地域高規格道路「都城志布志道路」も一部供用開始となるなど、さ

らなる利便性の向上が期待されています。また、周辺自治体の多くの住民が利用する

公共施設や救急医療施設など、圏域の中核的な役割を担う都市機能も有しております。 

今後、「集約とネットワーク」の考え方に基づき、この都市機能をさらに充実すると

ともに、圏域内の交流やネットワークを促進する施策を講じます。 

 

■ 主な都市機能 

分類 都市機能 施設名等 

医療 

救急医療 

初期救急医療施設（夜間） 都城救急医療センター 

第二次救急医療施設 
国立病院機構都城病院 

都城市郡医師会病院 他 10 施設 

小児医療 

(小児救急医療含む) 

初期救急医療施設（夜間） 都城救急医療センター 

第二次救急医療施設 
国立病院機構都城病院 

都城市郡医師会病院  

周産期医療 地域の中核医療機関 
国立病院機構都城病院 

藤元早鈴病院 

災害医療 地域災害医療センター 都城市郡医師会病院  

疾

病 

がん 地域がん診察連携拠点病院 国立病院機構都城病院 

脳卒中 急性期を担う中核的な 

医療機関 

都城市郡医師会病院 

藤元早鈴病院 急性心筋梗塞 

交通 
高速道路 九州縦貫自動車道宮崎線都城ＩＣ 

地域高規格道路 都城志布志道路（建設中） 

芸術 

文化 

文化ホール 
都城市総合文化ホール 

都城市ウエルネス交流プラザ 

美術館 都城市立美術館 

図書館 都城市立図書館 

商業 大型商業施設 大規模小売店舗 40 店舗 

教育 高等教育機関 

大学 南九州大学都城ｷｬﾝﾊﾟｽ(H21.4月開学) 

高等専門学校 都城工業高等専門学校 

高等学校 県立高校 6 校、私立高校 2 校 

専修学校 都城看護専門学校 他 5 校 

 

集約とネットワーク 
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■ 周辺自治体住民の利用状況 

 

(1) 都城救急医療センター患者数（初期救急医療施設；夜間急患センター） 

 

年 度 
宮崎県 鹿児島県 

その他 都城市 
三股町 曽於市 志布志市 

Ｈ１７ 1,546 1,934 359 1,039 10,663 

Ｈ１８ 1,543 1,906 511 1,130 11,165 

Ｈ１９ 1,629 1,990 629 1,371 11,777 

    

 

 

(2) 救急車受入状況（都城市郡医師会病院；第二次救急医療施設） 

 

 

年 度 

大隅･曽於地区管轄 

（曽於・志布志市等） 
その他の管轄 

都城市管轄 

（都城市・三股町） 

入 院 外来扱い 入 院 外来扱い 入 院 外来扱い 

Ｈ１９ 138 69 54 9 827 546 

 

 

(3) 都城市総合文化ホール「ＭＪ友の会」会員数 

 

 宮崎県 鹿児島県 
その他 都城市 

三股町 曽於市 志布志市 

会員数 82 39 5 50 1,051 

 

 

(4) 都城市立図書館利用登録者数 

 

 宮崎県北諸県郡三股町 鹿児島県曽於市 都城市 

登録者数 1,985 1,418 38,144 

 

 

(5) 保育所・保育園広域入所受託児童数 

 

 宮崎県 鹿児島県 
その他 都城市 

三股町 曽於市 志布志市 

児童数 115 80 2 21 5,093 

 

 

（単位；人） 

（単位；人） 

（単位；人） 

（単位；人） 

（単位；人） 

【H21.2.1 現在】 

【H21.2.19 現在】 

【H21.2.1 現在】 

※H17 年度の志布志市は、松山町(H17.4 月～H18.3 月)と志布志町・有明町(H17.10 月～H18.3 月)の累計 
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都城市は、これからの厳しい社会経済環境の中で、地域間競争に生き残るため、圏

域の先導役として、周辺自治体と連携し、圏域の特性やポテンシャルを最大限に活か

しながら、住民ニーズに応じた高次の行政サービスや施策を積極的に講じます。 

特に、圏域に等しく安心安全を提供できる地域医療体制を構築するとともに、圏域

内の交流やネットワークを強化するための必要な交通インフラの確保を共に連携して

推進します。 

 

■ 生活機能の強化のための取組み 

◆ 医療 

 

現在も圏域の救急医療の中核的役割を果たしている都城救急医療センター

（初期救急医療施設）及び都城市郡医師会病院（第二次救急医療施設）の移転・

充実を視野に入れ、圏域の医療機関相互の連携やＩＣＴを活用した広域医療の

充実を図るなど、圏域住民の安心安全を確保するため、広域救急医療体制の整

備・充実を目指す。 

併せて今日の圏域全体の医師不足に対応するとともに、より高度な医療を

提供するため、圏域で連携して地域医療を担う人材の確保などを目指す。 

 

 

■ 結びつきやネットワークの強化のための取組み 

◆ 道路等の交通インフラの整備 

 

都城志布志道路は、圏域内の結びつきやネットワークの強化、さらに定

住自立圏構想実現のための重要な交通インフラであり、圏域で連携して国

や宮崎県・鹿児島県に対し、今まで以上に早期完成を働きかける。 

 

 

■ 圏域マネジメント能力の強化のための取組み 

  ◆ 宣言中心市等における人材の育成 

  ◆ 圏域内市町村の職員等の交流 

  ◆ その他圏域マネジメント能力の強化に係る連携 

        

 

 

 

リーディングシティ 

広域救急医療体制の整備・充実 

地域高規格道路「都城志布志道路」整備促進 
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都城市は、共通の課題に対し、連携して解決する意思のある周辺自治体と共に圏域

を形成し、民間団体などを含め、今まで以上に相互連携を図りながら、広域的な視点

からまちづくりを推進し、住民が安心して暮らせる圏域を目指します。 

 

  ■ 都城市と連携する意思を有する自治体及び都城市に対する通勤通学割合が 0.1

以上の自治体 

 

自治体名 

常住就業者・通学者数(人) 都城市で就業・

通学者数(人) 

ｃ 

通勤通学

割合 

d=c/(a-b) 

(15 歳以上) 

ａ 

うち自宅従業者数 

ｂ 

宮崎県北諸県郡三股町 13,084 1,780 6,791 0.60 

鹿児島県曽於市 22,875 6,950 3,750 0.24 

鹿児島県志布志市 18,732 5,058 268 0.02 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広域連携 

資料；H17 国勢調査 

(注) なお、上記のほか、宮崎県西諸県郡高原町が、定住自立圏構想推進要綱に規定する「通勤通学割合

0.1 以上」に該当している。（高原町；0.15）  


